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平成11年度における宇宙開発関係の追加経費の見積りについて

平成11年11月25日

宇宙開発委員会決定

　平成11年度において、情報収集衛星システムの開発、ミリ波測雲レーダの研究、対流

圏風測定用ドップラーライダーの研究、次世代高分解能映像レーダの研究等を行うため、

追加経費が必要である5

　なお、必要な追加経費は別表のとおりである。
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1．平成11年度宇宙関係予算総括表
　　㍉　　　　　　　　　　　　債：国庫債務負担行為限度額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

平成11年
x予算額

平成11年度第2次追加経費
省庁

宇宙開発関係 宇宙関連※ 合計

内閣官房

1，374，336

債137，640，657

@　25，744，108 0

債137，640，657

@　25，744，108

警察庁

692，651 0 0 0

科学技術庁 債　94，666，268

@187，319，925

債．1，380，014

@　19，773，000 0
．

債　1，380，014

@　19，773，000

璋境庁

1，055，960 300，000 0 300，000

文部省 債　19，692，087

@　19，377，585 1，292，000 0 1，292，000

農林水産省

78，598
）　0

120，000 120，000

通商産業省

13，263，089 0 0 0

運輸省 債　20，785，600

@　20，565，284 0 50，000 50，000

郵政省

5，663，059 560，000 0 560，000

建設省

2，021，440 0 0 0

自治省

8，796 0 0 0

総計 債135，143，955

@251，420，723

債139，020，671

@　47，669，108 170，000

債139，020，671

@　47，839，108

※宇宙関連経費（宇宙開発委員会が行う見積りの範囲外のもの）についても、参考のため掲示した。
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．2．平成11年度宇宙開発関係経費（宇宙開発委員会が見積りを行うもの）の概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　債：国庫債務負担行為限度額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位＝千円）

担当期間 平成11年
x予算額

追加経費の内訳平成11年
x第2次補
ｳ追加経費 事項 経費

内閣官房

内閣情報

ｲ査室 0

債137，’640，657

@25，744，108

情報収集衛星システムの開

ｭ
債137，640，657

@25，744，108

科学技術庁

宇宙開発

幕ﾆ団

債94，666，268

P82，895，000

債　1，380，014

@19，773，000

技術試験衛星皿型（ETS
齊M）の開発（大型展開アン

eナ小型・部分モデルの展開実

ｱを含む） 3，939，988

H系ロケットの開発（高速

ﾄ突入技術実験を含む） 2，373，857

JEM等の開発
5，267，011

人工衛星及びロケットの開

ｭに必要な施設の整備

債1，380，014

@8，022，410

人工衛星及びロケットの打

繧ｰ施設の整備 169，734

環境庁
、

企画調整

ﾇ 1，055，960 300，000

lLAS－1の後継センサ
[の開発研究 300，000

文部省

宇宙科学

､究所

債19，692，087

P4，327，946 1，292，000

その他（M－Vロケット製
?凵j 1，292，000
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担当期間 平成11年
x予算額

追加経費の内訳・平成11年
x第2次補
ｳ追加経費 事項 経費

郵政省

通信総合

､究所

3，883，409 560，000 熱帯降雨観測衛星（TRMM）

ﾌ開発（うち降雨レ「ダの
Aルゴリズム等） 160，000

ミリ波測雲レーダの研究

160，000

対流圏風測定用ドップラー

宴Cダーの研究 120，000

次世代高分解能映像レ「ダ

ﾌ研究 120，000

、



3．平成11年度宇宙関連経費（宇宙開発関係経費以外のもの）の概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　債：国庫債務負担行為限度額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

担当期間 平成11年
x予算額

追加経費の内訳平成11年
x第2次補、
ｳ追加経費 事項 経費

農林水産省

水産庁

0 120，000

水産情報高度利用システム

J発事業 120，000

運輸省

航空局 債　822，400

@9，701，469

50，000 運輸多目的衛星関連施設整 50，000
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1．日　時

雨44回宇宙開発委員会（定例会議）
　　　　　議事要旨（案）

平成11年11月24日（水）

14：00～15：05

2．場　所

3．議　題

　　4．資　料
の

　委員会会議室

（1）H－1ロケット8号機の打上げ失敗の原因究明について
（2）地球観測衛星委員会（CEOS）本会合及び統合地球観測戦略（1G
　　　OS）パートナーズ会合の結果について
（3）その他

委44－1　H一回ロケット8号機の打上げ失敗の原因究明について

　　　　　（lGOS）パートナーズ会合の結果について

5．出席者
　　　宇宙開発委員会委員長代理
　　　宇宙開発委員会委員

　　　　　　　　〃
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長
秋
澤

関係省庁
　通商産業省機械情報産業局次長
　郵政大臣官房技術総括審議官

事務局
　科学技術庁長官官房審議官
　科学技術庁研究開発局宇宙政策課長

林　　　良　造（代理）

田　中　征　治（代理）

三　木　義　回
船　橋　英　夫　他

6．議　事　　　　　　　　．　　　　、
（1）H一皿ロケット8号機の打上げ失敗の原因究明について
　　　宇宙開発事業団より、H－IIロケット8号機の打上げ失敗の原因究明について、報

　　告があった。　（資料委44〒1参照）

（2）地球観測衛星委員会（CEOS）本会合及び統合地球観測戦略（lGOS）パート

ナ謙幕無睾議事業団より、地球観測衛星委員会てCE・S）本会合及す

　　統合地球観測戦略（lGOS）パートナーズ会合の結果について・報告があった。

　　（無印の資料参照）

（3） vｶ鴛より、第43回宇宙開発委員会（定例会言義）言義事要旨について説明カミあった

　後、原案通り了承された。　（資料委44－2）

以　　上
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